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「第３次宇都宮市食育推進計画」素案に関するパブリックコメントについて 

 

１ パブリックコメントの実施状況 

（１） 意見の募集期間   平成 29 年 1 月 16 日（月 ）～  2 月 6 日（月） 

（２） 意見の応募者数     5 名  

    意見数     5 件 

（３） 提出方法の内訳 

 郵送 ファクシミリ Ｅメール 持参 電話 計 

人数  ３  ２  ５ 

 

２ 意見の処理状況 

   

   

 

 

 

 

 

 

№ 意見の概要 処理区分 意見に対する市の考え方 

１ 食育は，市民運動として盛

り上げていくことが重要で

あり，構成事業で啓発イベン

トの実施主体が「市」となっ

ているものが多いと感じる。

啓発事業は，市民側に主体

性を持たせて実施すること

が事業を継続するために不

可欠であり，実施主体を「地

域団体」や「関係団体」とし

て追加できないか。 

Ａ 

食育は，家庭を中心としながら，

学校，地域，企業等の「地域団体」

や「関係団体」と連携し，地域社会

全体で進めていくことが重要であり

ます。 

このため，ご意見のとおり，「食育

啓発イベント実施事業【Ｎｏ５】（３

５ページ），【Ｎｏ２２】（３７ペー

ジ），【Ｎｏ５４】 （４１ページ）

の実施主体に「地域団体」及び「関

係団体」を追記いたします。 

２ 国の第３次食育推進基本

計画５点を子どもから大人

まで一般市民に分かりやす

い言葉に置き換えて呼びか

けている印象を受けた。 

健康寿命を推進していく

中で，高齢者や外出が困難で

ある方や教室に参加するこ

とに気が引けるという方等

にはどの事業があてはまる

のか。 

 

Ｂ 

外出が困難な高齢者や教室に参加

することに気が引ける方等に十分配

慮した事業は重要であると考えてお

ります。 

このため，高齢者などが利用しや

すいよう配慮しながら事業を実施し

てまいります。 

区分 処 理 区 分 数 

Ａ 意見の趣旨等を反映し，計画に盛り込むもの １ 

Ｂ 意見の趣旨等は，計画素案に盛り込み済みと考えるもの ４ 

Ｃ 計画の参考とするもの  

Ｄ 計画に盛り込まないもの  

Ｅ その他，要望・意見等  

                              計 ５ 
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№ 意見の概要 処理区分 意見に対する市の考え方 

３ 課題にあがった若い世代

や働く世代の新規事業につ

いては評価できる。ただ，目

標に近づけるためには，いか

に多くの若い世代や働く世

代にかかわれるかがカギと

なることから子育て世代や

働く世代が「食」のメリット

を感じられる事業展開を期

待する。 

Ｂ 

子育て世代や働く世代が「食」の

メリットを感じられる事業展開が重

要であると考えております。 

このため，事業実施にあたっては，

子育て世代や働く世代が食に関心を

持ち，健全な食生活の実践が図れる

よう取り組んでまいります。 

４ 健康づくりに関するセミ

ナーや講座，食育出前講座な

どを行っていてよいと思う

が，ライフステージの変化の

前後にアプローチを増やし

働きかけるのはどうか。 

Ｂ 

ライフステージに合わせた事業を

進める上でライフステージの変化の

前後にアプローチを増やし働きかけ

る手法は効果的であると考えており

ます。 

このため，対象者のライフステー

ジの変化の時期を捉えた事業を実施

してまいります。 

５ 若い世代の人たちは，食生

活や栄養に興味を持とうと

していない。若い人や働き世

代に啓発を強化するのであ

れば行政だけでなく，地域や

民間などと一緒に考えてほ

しい。 

インパクトがある事業を

期待する。 

Ｂ 

若い世代や働く世代に対して食育

の啓発を強化するためには，地域や

民間などとの連携が重要であると考

えております。 

このため，事業実施にあたっては

学校や職場などと連携し，地域社会

全体で健全な食生活の実践に向けた

取組を進めてまいります。 

 

 


